
このワークショップでチャレンジしたこと！

おそうじロボをプログラミング

ロボットは人間ができないことや、人間より正確に効率よく、また迅速に作業が
できます。けれども、１つ１つ正確に命令をインプットしなければ、目的は実行
されません。
「ロボットにゴミをゴミ箱に入れさせる」ために、どんな命令だとうまくいくか、
いかないか、ロボットに扮した人で可視化。みんなで意見を出し合って、必要な
正しい命令を導き出し、実行達成させるためのプロセスを考えました。

｢どうすればうまくできる？｣プログラミング

日常なにげなく行なっている行動を題材に、問題解決する方法を探求。
ペアになって作業を１つ１つ分解し、順序・条件・分岐などを具体的に考えまし
た。この一連の作業を通し「プログラミング的思考」を体感し、生活の中でもそ
の思考が生かされることに気付づきました。

Scratch

タブレットでプログラミングを体験し、基礎的なプログラミングにチャレンジ！
進め方でわからなくなった時は、ペアになった人と一緒に考え、協力することで
目的が達成できることを感じました。
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2020年度よりプログラミング教育が、小学校に導入されています。
今回のワークショップでは、簡単なプログラミング作りを通して、小学校で
学ぶ土台づくりと、話題にされることが多くなった、「プログラミング的思考」
に触れることを、目当てにしました。
また、家族や学校以外で初めて出会う地域の人と、話し合いながら共同作業を
することで、コミュニィティの広がりや交流する楽しさ、知恵の出し合いで
課題解決ができる機会になればと願っています。

はじめてのプログラミング体験 2021/8/7
こまえくぼ体験学習部会


